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❶ 

会
館
の
財
政
・

　

 

管
理
運
営
に
つ
い
て

⑴
一
般
財
団
法
人
熊
本
県
教
育

会
館
へ
の
移
行
趣
旨
を
基
に
、

定
款
に
従
っ
た
機
関
運
営
を
行

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
会

館
を
設
立
し
た
両
教
職
員
組
合

を
は
じ
め
、
教
職
員
の
諸
団
体

や
行
政
当
局
と
の
連
絡
を
密
に

行
い
な
が
ら
適
正
な
事
業
執
行

に
努
め
ま
す
。

⑵
公
益
事
業
会
計
と
収
益
事
業

会
計
の
区
分
経
理
を
行
い
、
事

業
収
入
と
管
理
経
費
の
適
正
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的

な
公
益
事
業
の
継
続
の
た
め
の

事
業
環
境
を
作
り
ま
す
。

⑶
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
法
令
お
よ
び
そ
の
他

の
規
範
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

を
適
切
に
取
り
扱
う
よ
う
に
し

ま
す
。

　
小
中
学
校
教
職
員
を
主
な
対

象
と
し
て
昨
年
10
月
１
日
に
設

立
し
た
「
熊
本
県
教
職
員
厚
生

情
報
セ
ン
タ
ー
」
は
３
月
か
ら

利
用
代
金
の
収
納
業
務
を
始
め

ま
し
た
。
個
人
情
報
の
適
正
管

理
や
教
育
関
係
者
の
利
便
性
の

向
上
等
を
図
る
た
め
、
必
要
に

応
じ
て
加
盟
団
体
や
関
係
団
体

と
の
協
議
を
行
い
な
が
ら
セ
ン

タ
ー
の
運
営
体
制
を
構
築
し
て

い
き
ま
す
。

⑷
教
育
会
館
の
安
全
管
理
の
た

め
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に

行
い
保
守
体
制
を
堅
持
し
ま
す
。

ま
た
、
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺

自
治
会
の
「
地
域
指
定
一
時
避

難
場
所
」
の
指
定
を
受
け
、
災

害
時
に
地
域
住
民
に
施
設
の
一

部
を
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

ま
す
。

　
会
館
の
今
後
の
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
「
大
規
模
改
修
委
員

会
」
で
協
議
を
行
い
、
１
〜
２

年
を
め
ど
に
将
来
の
会
館
維
持

体
制
を
確
立
し
ま
す
。
当
面
、

改
修
資
金
の
積
み
立
て
を
進
め

ま
す
。

⑸「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

発
行
し
、
教
育
会
館
設
立
の
目

的
や
現
状
を
全
教
職
員
に
知
ら

せ
ま
す
。ま
た
、教
育
会
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
、
情
報

の
開
示
と
発
信
に
努
め
ま
す
。

❷ 

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
会
館
共
済
を
継
続
し
ま
す
。

団
体
保
険
と
し
て
の
「
更
新
」

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
更
新
時

期
（
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
の
対
応

が
教
職
員
に
と
っ
て
「
分
か
り

や
す
く
、
手
続
き
し
や
す
い
」

も
の
と
な
る
よ
う
に
改
善
し
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
は
30
次

募
集
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す

の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め

た
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
ま
す
。

⑵
熊
本
県
下
の
教
育
関
係
者
の

要
望
を
も
と
に
、
制
度
検
討
を

進
め
ま
す
。

❸ 

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
図
書
寄
贈
を
継
続
し
ま
す
。

寄
贈
校
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は

制
度
検
討
委
員
会
を
開
催
し
決

定
し
ま
す
。

⑵
県
下
の
教
職
員
の
た
め
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
「
こ
こ
ろ
ゆ
っ

た
り
講
座
」を
８
月
11
日（
月
）、

育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

「
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
」
を

11
月
12
日
（
水
）
に
、「
パ
パ

マ
マ
ひ
ろ
ば
」
を
原
則
毎
月
第

２
水
曜
日
に
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
教
育
会
館
周
辺
の
地

域
住
民
対
象
の
「
ヨ
ガ
教
室
」

を
原
則
毎
月
第
１
木
曜
日
（
午

前
の
部
）
第
３
木
曜
日
（
夜
の

部
）
開
催
し
ま
す
。

⑶
熊
本
県
下
の
児
童
・
生
徒
の

た
め
の
『
会
館
寄
席
（
学
校
寄

席
）』
を
11
月
26
日
（
水
）
湯

出
小
学
校
、
27
日
（
木
）
鍋
小

学
校
、
28
日
（
金
）
網
田
中
学

校
で
、
ま
た
教
職
員
の
た
め
の

『
会
館
寄
席
（
ホ
ー
ル
寄
席
）』

を
29
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

⑷「
県
か
る
た
協
会
」「
日
本
将

棋
連
盟
熊
本
県
支
部
」
の
活
動

に
協
賛
し
、
会
場
の
提
供
等
を

行
い
ま
す
。

⑸
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ハ
ー
ト
ラ
イ

ン
く
ま
も
と
」
の
子
ど
も
電
話

相
談
活
動
（
現
在
は
休
止
中
）

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
教
職

員
の
電
話
相
談
室
「
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
」
を
継
続
し
ま
す
。

⑹
教
育
会
館
ロ
ビ
ー
を
活
用
し

た
「
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
」
を
継

続
し
ま
す
。

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

 

熊
本
県

教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス

岩田 智子
TEL 096-372-3800

熊本市中央区九品寺1丁目11-4
熊本県教育会館事務局

一
般
財
団
法
人

５
月
17
日
に
第
７
回
理
事
会
、
５
月
30
日
に
第
３
回
評
議
員
会
を
開

催
し
、
平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
の
承
認
と
26
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
年
度
末
の
定
期
異
動
等
に

よ
り
評
議
員
で
は
井
上
正
文
氏
、
岩
田
智
子
氏
、㔟
田
昭
一
氏
が
辞
任

さ
れ
、
新
た
に
松
永
健
氏
、
久
木
田
絹
代
氏
、
青
木
栄
氏
が
就
任
さ
れ
、

理
事
で
は
西
嶋
正
氏
、
今
泉
克
己
氏
が
辞
任
さ
れ
、
新
た
に
岩
田
智

子
氏
、
石
井
雅
臣
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
１
年
の
歩
み
を
ふ
ま
え

運
営
の
確
立
を
め
ざ
す
平
成
26
年
度
と
し
ま
す

１
．
一
般
財
団
法
人
と
し
て
の
機
関
運
営
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を

基
本
と
し
定
款
の
規
定
に
従
い
ま
す
。

２
．
公
益
目
的
事
業
の
継
続
の
た
め
、
収
益
事
業
の
安
定
経
営
に
務

め
ま
す
。

３
．
教
職
員
が
教
育
に
専
念
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
教
職
員

を
支
え
る
「
福
利
厚
生
関
係
団
体
」
相
互
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

平
成
26
年
度
事
業
計
画

《
基
本
方
針
》

大塚　敏彦

松永　健

角居　恭一

田中　和幸

渡邉　博昭

丸野　純也

久木田　絹代

平江　佳幸

林　　俊光

青木　栄

光永　新治

小林　敏夫

野田　実

東　　市子

赤塚　敏

今村　良博

岩田　智子

石井　雅臣

早田　豊一

中松　健児

吉永　賢一郎

須藤　哲郎

横田　方正

石原　哲也

名島　弘和

嶋田　久義
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男
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全体区分（前理事長）

　〃　　（元理事長）
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❶ 
会
館
の

 
　
財
政
運
営
に
つ
い
て

⑴
会
館
の
基
本
資
金
で
あ
る
会

館
建
設
基
金
（
出
資
金
）
に
つ

い
て
は
、
出
資
依
頼
を
中
止
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
新
た

な
出
資
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
平
成
25
年
度
か
ら
定

年
で
退
職
さ
れ
る
方
に
は
３
月

に
出
資
金
の
返
済
を
行
う
こ
と

に
し
ま
し
た
の
で
、
出
資
金
の

返
済
は
、
退
職
に
よ
る
返
済
が

６
０
８
人
、
６
，
２
９
４
，
０

０
０
円
で
し
た
。
こ
の
結
果
出

資
金
の
残
額
は
９
３
，
７
０

１
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

⑵
地
代
家
賃
は
、
１
０
０
％
納

入
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
会
議
室
貸
料
は
、前
年
と
比
べ

約
12
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

⑷
会
館
共
済
事
業
の
集
金
手
数

料
は
約
３
，
０
０
０
万
円
と
安

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
教
育
会

館
の
特
別
給
付
金
は
、
申
請
期

間
の
３
年
間
延
長
が
落
ち
着
い

て
き
た
の
か
、
年
間
給
付
額
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
。

⑸
各
種
引
当
は
、
会
館
共
済
30

次
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
た
め

に
記
念
事
業
準
備
５
０
０
万
円

を
取
り
崩
し
ま
し
た
。

⑹
会
計
処
理
は
「
ユ
ー
ス
会
計

社
と
の
契
約
を
継
続
し
、
適
正

な
処
理
と
円
滑
な
執
行
に
努
め

ま
し
た
。
ま
た
会
員
管
理
や
収

納
方
法
の
合
理
化
を
図
る
た

め
、
コ
ー
プ
熊
本
と
県
教
職
員

組
合
、
教
育
会
館
の
３
者
で
熊

本
県
教
職
員
厚
生
情
報
セ
ン

タ
ー
を
設
立
し
ま
し
た
。

❷ 

管
理
業
務
に
つ
い
て

⑴
夜
間
や
休
日
の
管
理
警
備

は
、
３
名
の
職
員
が
交
替
制
で

勤
務
し
、
会
館
を
常
時
使
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
会

館
閉
鎖
は
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
ま
で
の
６
日
間
で
し
た
。

⑵
安
全
管
理
及
び
設
備
・
備
品

の
保
守
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
保
守
契
約
を
結
び
行
っ
て

い
ま
す
。

⑶
災
害
の
未
然
防
止
と
万
一
の

災
害
に
備
え
る
た
め
、
年
２
回

の
防
火
対
策
委
員
会
を
開
催
し

て
防
火
管
理
組
織･

自
衛
消
防

組
織
を
編
成
す
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
避
難
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
の
避
難
訓
練
は
、

５
月
30
日
に
「
白
川
校
区
５
・

７
町
内
と
合
同
避
難
訓
練
」
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
「
災
害

時
の
一
時
避
難
場
所
提
供
に
お

け
る
施
設
利
用
に
関
す
る
協
定

書
」
を
地
域
自
治
会
と
締
結

し
、
継
続
的
な
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
合
同

訓
練
で
し
た
。
ま
た
熊
本
市
中

央
消
防
署
に
も
協
力
い
た
だ

き
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
の
講
習

会
も
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
の
避
難
訓
練
は
、

11
月
21
日
に
火
災
発
生
に
よ
る

避
難
訓
練
と
、
本
物
の
消
火
器

を
使
い
、
火
災
発
生
時
の
初
期

消
火
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
ま
た
専
門
業
者
（
ユ
ー
ジ
ー

防
災
設
備
）
に
よ
る
消
防
設
備

の
点
検
を
９
月
27
日
と
３
月
３

日
の
年
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

⑷
建
物
の
保
守
関
係
と
し
て

は
、
立
体
駐
車
場
の
ボ
ル
ト
の

緩
み
対
策
は
４
月
発
注
を
行

い
、
７
月
に
ボ
ル
ト
溶
接
工
事

を
し
ま
し
た
。

　
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、

「
第
１
回
大
規
模
改
修
委
員

会
」
を
２
月
28
日
に
開
催
し
、

空
調
、
駐
車
場
の
補
修
、
省
エ

ネ
型
水
光
熱
設
備
の
導
入
等
の

中
長
期
的
な
検
討
を
始
め
ま
し

た
。
１
階
事
務
局
と
５
階
会
議

室
（
ホ
ー
ル
）
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

行
い
ま
し
た
。

⑸
「
教
育
会
館
ニ
ュ
ー
ス
」
を

２
回
（
７
月
、
12
月
）
発
行

し
、
会
館
の
事
業
等
の
広
報
に

努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て
タ
イ
ム

リ
ー
な
情
報
の
開
示
と
発
信
に

努
め
ま
し
た
。

⑹
小
中
学
校
教
職
員
を
主
な
対

象
と
し
て
、
平
成
25
年
10
月
１

日
に
、
コ
ー
プ
熊
本
学
校
生
活

協
同
組
合
、
熊
本
県
教
職
員
組

合
と
と
も
に
「
熊
本
県
教
職
員

厚
生
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
立

し
ま
し
た
。
法
令
遵
守
に
基
づ

く
個
人
情
報
等
の
適
正
管
理
及

び
運
用
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

や
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
対
応
に

よ
る
教
職
員
の
福
利
厚
生
の
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

も
の
で
す
。
平
成
26
年
３
月
よ

り
本
格
稼
働
し
、
請
求
書
発
行

及
び
利
用
代
金
の
収
納
を
始
め

ま
し
た
。

❸ 

福
祉
共
済
事
業
に
つ
い
て

⑴
発
足
29
年
目
を
迎
え
た
会
館

共
済
は
、
新
規
加
入
者
が
２
７

９
名
で
加
入
者
総
数
が
１
１
，

４
５
７
名
と
な
り
ま
し
た
。
前

年
よ
り
５
９
９
名
の
減
で
し

た
。
『
遺
族
生
活
給
付
金
共
済

（
生
命
保
障
）
』
に
付
加
す
る

『
医
療
プ
ラ
ン
』
は
、
昨
年
度

よ
り
１
８
９
名
減
の
５
，
５
５

８
名
と
な
り
ま
し
た
。
導
入
３

年
目
の
『
介
護
プ
ラ
ン
』
は
、

昨
年
度
２
，
４
９
８
名
か
ら
５

７
３
名
増
の
３
，
０
７
１
名
と

な
り
ま
し
た
。

　
加
入
者
の
死
亡
に
伴
う
遺
族

生
活
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
死

亡
12
人
で
給
付
総
額
は
１
億

３
，
５
０
０
万
円
で
し
た
。
医

療
プ
ラ
ン
の
給
付
は
１
８
２
件

で
給
付
総
額
は
１
，
６
８
８
万

２
，
０
０
０
円
で
し
た
。

　

会
館
共
済
の
特
別
給
付
金

は
、
申
請
期
間
を
３
年
間
延
長

が
落
ち
着
い
て
き
た
の
か
、
年

間
給
付
額
が
か
な
り
少
な
く
な

り
ま
し
た
。

⑵
会
館
共
済
Ⅱ
型
は
新
規
加
入

者
が
10
名
、
退
職
等
に
よ
り
59

名
の
減
で
加
入
者
総
数
は
８
６

１
名
（
前
年
度
９
１
０
名
）
に

な
り
ま
し
た
。

⑶
第
22
次
よ
り
導
入
し
た
『
傷

害
プ
ラ
ン
』
の
新
規
加
入
者
は

な
く
、
加
入
者
総
数
は
１
２
７

名
（
前
年
度
１
３
５
名
）
と
な

り
ま
し
た
。　

⑷
会
館
共
済
特
別
給
付
金
の
申

請
に
対
し
て
は
、
給
付
の
適

正
・
迅
速
化
を
図
る
た
め
に
、

給
付
審
査
委
員
会
を
毎
月
２
回

開
催
し
ま
し
た
。　

⑸
共
済
事
業
の
制
度
や
運
営
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
制
度

検
討
委
員
会
で
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
30
次
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

向
け
て
、
再
任
用
の
義
務
化
に

向
け
て
の
こ
と
も
考
慮
し
て
在

職
中
の
方
は
65
歳
６
カ
月
ま
で

新
規
加
入
を
可
能
に
し
、
ま
た

特
別
給
付
金
に
つ
い
て
も
出
産

祝
金
を
誕
生
祝
金
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
医
療
プ
ラ
ン
の
日
帰

り
入
院
を
保
障
す
る
制
度
の
導

入
を
行
い
ま
す
。

❹ 

教
育
文
化
事
業
に
つ
い
て

⑴
教
育
会
館
設
立
25
周
年
を
記

念
し
て
始
め
た
図
書
券
の
寄
贈

を
継
続
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
25
年
間
で
県
内
の
べ
５
３
１

校
に
寄
贈
し
、
平
成
25
年
度
も

寄
贈
校
25
校
全
て
を
訪
問
し
て

寄
贈
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

寄
贈
総
額
は
３
，
１
８
０
万
円

で
す
。

⑵
会
館
共
済
第
25
次
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
企
画
と
し
て
始
め
ま
し

た
教
育
会
館
寄
席
は
４
年
目
に

な
り
ま
し
た
。
「
会
館
ニ
ュ
ー

ス
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

て
公
募
し
、
３
つ
の
学
校
で
10

月
22
日
〜
24
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
最
終
日
に
、
開
催
校
３
校

の
代
表
者
と
柳
亭
左
龍
師
匠
は

じ
め
出
演
者
と
の
反
省
会
を
開

催
し
、
教
育
会
館
が
目
指
す
学

校
寄
席
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

⑶
熊
本
県
か
る
た
協
会
及
び
日

本
将
棋
連
盟
熊
本
県
支
部
の
事

業
を
支
援
し
、
日
本
の
伝
統
文

化
や
芸
能
の
振
興
を
図
る
た

め
、
月
１
回
の
練
習
会
や
大
会

等
に
会
場
を
無
料
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
２
月
23
日
（
日
）
に
は
熊
本

県
か
る
た
協
会
主
催
の
「
第
26

回
熊
本
県
小
中
学
校
小
倉
百
人

一
首
か
る
た
競
技
大
会
」
を
後

援
し
ま
し
た
。
今
年
も
県
下
各

地
か
ら

多
数
の

参
加
が

あ
り
熱

戦
が
繰

り
広
げ

ら
れ
ま

し
た
。

平
成
25
年
度
事
業
報
告

死亡・高度障害及び入院給付金　

20年度　
21年度　
22年度　
23年度　
24年度　

8
13
12
19
12

130,000,000
193,000,000
160,000,000
206,000,000
135,000,000

184
190
193
193
182

13,512,000
14,599,000
16,150,000
17,297,000
16,882,000

平成
死亡・高度障害　給付
件数（件） 給付額（円）

入院　給付
件数（件） 給付額（円）

248件
28件
18件
195件
11件
118件
115件
０件

733件
11,390,000円

294件
47件
36件
230件
15件
119件
116件
０件

857件
14,430,000円

特別給付金の給付状況

平成 20～ 24共済年度（９～８月）５年間の推移

平成 25年４月１日～平成 26年３月 31日
No. 内　　　容 給付件数 前　年

入院見舞金

医療プラン・初期入院（１日～４日）
休職見舞金
出産祝金
退職祝金
満期祝品

給付　総件数
給付　総額

５日以上
30日以上
60日以上

1

2
3
4
5
6



⑷
会
館
新
築
移
転
10
周
年
を
記

念
し
て
、
平
成
18
年
８
月
よ
り

『
教
育
会
館
ア
ー
ト
の
ひ
ろ
ば
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。熊
本
の

教
育
に
関
係
深
い
方
の
作
品

を
、
教
育
会
館
玄
関
ホ
ー
ル
に

展
示
し
て
い
ま
す
。

⑸
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
『
こ
こ
ろ

ゆ
っ
た
り
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
』を
８
月
２
日（
金
）に
教

育
会
館
で
開
催
し
、
熊
本
県
臨

床
心
理
士
会
会
長
の
浦
野
エ
イ

ミ
先
生
の
ご
講
演
「
こ
こ
ろ
豊

か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

と
昼
食
で
ゆ
っ
く
り
し
た
時
間

を
過
ご
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
18
名
で
し
た
。

　
育
児
休
業
者
現
場
復
帰
支
援

『
カ
ム
バ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
』を
11

月
19
日（
火
）に
火
の
国
ハ
イ
ツ

で
開
催
し
ま
し
た
。県
教
育
委

員
会
学
校
人
事
課
の
田
代
参
事

と
徳
川
参
事
の
ご
講
演
「
育
児

等
に
関
す
る
諸
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
」
と
教
育
政
策
課
福
利

厚
生
室
の
重
松
主
事
の
ご
講
演

「
共
済
組
合
の
事
業
概
要
と
育

児
休
業
等
に
関
す
る
諸
手
続
き

に
つ
い
て
」の
後
、テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。参
加
者
は
54
名
で
、託
児
が

50
名
で
し
た
。ま
た
そ
の
発
展

形
と
し
て
の「
パ
パ
マ
マ
広
場
」

も
月
１
回
開
催
が
定
着
し
好
評

を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
18
歳
ま

で
の
子
ど
も
の
電

話
相
談
活
動
を

行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
『
ハ
ー
ト

ラ
イ
ン
』（
現
在
は

都
合
に
よ
り
休
止

中
）
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
教
職

員
向
け
の
電
話
相

談
室
『
レ
モ
ン
グ

ラ
ス
』
を
毎
週
火

曜
日
に
開
設
し
ま

し
た
。

（３）　第80号 平成26（2014）年７月１日

10 月期は、徳永喜美氏（熊本市）の水墨画展
11月期は、小島憲二郎氏（水俣市）の日本画展
12月期は、平岡博幸氏（宇城市）の油彩画展
１月期は、村中妙子氏（熊本市）の油彩画展
２月期は、三浦和昭氏（美里町）の油彩画展
３月期は、長嶋康雄氏（熊本市）の油彩画展
４月期は、山下多恵子氏ほか７名（天草市）の油彩画展
５月期は、古賀義文氏（南関町）の水彩、油彩画展

５月12日（月）～６月６日（金）の第30次募集キャンペーンは大変お世話になりました…
みなさんの優しい気持ちから生まれた会館共済　おかげさまで30周年を迎えました。

わくわくツアー 当選者 発表

申込：７月24日 ( 木 ) 15:00 までに、電話で
熊本県教育会館 096-372-3800担当 (笹浪、福永 )

育児休業中の教職員が現場復帰する際に、子ども
を抱え大きな精神的ストレスを感じています。少
しでも不安を解消してスムーズに現場復帰できる
ように、県教育委員会、公立学校共済組合にご協
力いただいて開催します。

太陽生命品川ビル訪問と
東京ディズニーリゾートの旅
長嶺小学校 堤　　　愛 様
小国小学校 島田　憲臣 様
湯島中学校 佐藤　友理 様
松橋西支援学校 大山　克憲 様
退職（熊本市） 西村小百合 様

出水小学校 川嵜　春美 様
宇土市立花園小学校 藤本　裕二 様
三岳小学校 中村　文則 様
合志中学校 大山　寛　 様
水東小学校 椎葉あけみ 様
山江中学校 山本　祐士 様
阿蘇中央高等学校 森本　一生 様
天草工業高等学校 原田　敬一 様
退職（熊本市） 鹿釜　和年 様
退職（八代市） 小西　悦子 様

熊本市立城北小学校 福富　敦子 様
尾ノ上小学校 丸野　純哉 様
武蔵中学校 北川　純子 様
三角中学校 御船　千鶴 様
大道小学校 渡邉　至誠 様
南阿蘇西小学校 倉岡　秀次 様
益城中央小学校 坂本　文隆 様
八代小学校 池田るり子 様
倉岳小学校 佐々木　恵 様
八代工業高等学校 長野　卓　 様
天草支援学校 井立由貴子 様
天草高等学校 田崎　孝文 様
退職（天草市） 石田　幸美 様
退職（大津町） 清本　佳明 様
退職（熊本市） 松本　治子 様

※当選された方には会館よりご連絡をさしあげます。
　詳しくは会館よりお届けします「旅行要項」をご覧
ください。ちょっとした“バカンス”と“少しばかりの
お勉強”の旅になれば、幸いに存じます。

便利文房具とペンケースのセット（使い勝手がいいアイディ
ア便利文房具をペンケースに入れて）を会館共済加入者の中
から抽選で 300名の方にプレゼント！

原稿用紙での郵送か FAX、またはメールで。10月 17日（金）締切。
「会館ニュース」に掲載予定。（意見掲載の方には「素敵な記念品」を
お届けします。）

（５組）
A

B 太陽生命福岡訪問と
ソフトバンク（野球）観戦の旅（10組）

熊本城散策と武士料理の旅（15組）

 「癒し・おしゃべりの場所 パパママ広場」を好評開催中！
毎月第２水曜日10時から15時まで会館内の一室を開放します。詳細・申込は「会館ＨＰ」をご覧ください。

育休中の教職員のために

～たまには自分にごほうびを！～
こころゆったりヒーリングセミナー

～育児休業者現場復帰支援～
カムバックセミナー 《寄贈校》小中学校20校　

 県立学校６校（重点校６校）

忙しい毎日を過ごされる教職員に、ゆったりとした時間、
自分を見つめなおす時間をご提供するために開催します。
日時：８月11日（月）　（受付）9:45～
内容：第１部　セミナー　10:00 ～ 11:30

講師：臨床心理士　江﨑百美子先生
第２部　会　食　　12:00 ～ 13:00( 解散 )
※ちょっと豪華なランチタイムです。

会場：熊本県教育会館　５階　第１会議室
対象：教職員 20名 (定員になり次第締切ります )

参加費 1,000円 ( 当日受付でいただきます )
申込：「教育会館ホームページ」に、
　　　９月より申込方法を掲載予定
　　　（定員になり次第締切ります）

日時：11月 12日（水） 13:00 ～ 16:00
会場：火の国ハイツ 熊本市東区石原2丁目 2-28
参加対象：公立学校に勤務する教職員で
　　　　　育児休業を取得中または予定の方
　　　　　70名 ( 託児もあり )

当選者につきましては 12月８日発行予定の
「会館ニュース第 81号」で発表します。

趣　旨  「会館共済」について広く意見を募集し、今後の共
済制度や運営の参考にさせていただきます。

テーマ 「わたしと会館共済」に関する意見で、題は自由です。
会館共済とのお付き合いでの思い出や共済制度に望
むこと等です。
800～ 1,000 字で、加入者ご自身の意見をお寄せく
ださい。

会館共済 30周年会館共済 30周年
　～感謝の思いを込めて記念事業を展開します～

おめでとうございます!!
C

意見募集会館共済

残念ながらわくわくツアーに当選されなかった方にも
まだまだチャンスはあります・・・　　

第７期（平成24年10月～25年５月）
４月期は、岡田繁忠氏（熊本市）の油彩画展
５月期は、村田紀美子氏（熊本市）の水彩画展
８月期は、浜田知明氏（熊本市）のパネル展

第８期（平成25年10月～26年５月）

アートのひろば　開催状況

 　　

荒尾玉名 大浜小　菊水中

山鹿 稲田小

菊池 大津南小　菊池北中

阿蘇 長陽中

熊本 河内小　小島小　京陵中清水が丘分校　　

 吉松小　山東小　植木北中　碩台小

上益城 蘇陽南小　

宇城 不知火中

八代 宮地小

人吉球磨 黒肥地小

水俣芦北 津奈木中

天草 新和小　苓北中

県立学校 ◎鹿本商工高校　◎菊池農業高校　◎小川工業高校

 ○天草高校倉岳校　○苓洋高校　○小国高校

平成26年度 図書寄贈予定校

〇は重点校１年目　◎は重点校２年目寄贈校地区

１月期 村中妙子

４
月
期 

天
草
女
性
美
術
展

５
月
期 

古
賀
義
文

２
月
期 

三
浦
和
昭

３
月
期 

長
嶋
康
雄

※当日は動きやすい服装でおいでください。

「心と身体を癒すリラクゼーション」

アートの
ひろば
アートの
ひろば



（４）　第80号平成26（2014）年７月１日

日本の伝統芸能に親しむ機会として『教育会館寄席』を開
催しています。初回は会館共済 25 周年の記念事業として
開催しましたが、参加者から「是非学校児童生徒に体験さ
せたい」というご意見をいただき、学校公演を行うように
なりました。
今年は会館共済第 30 次記念キャンペーンの一環として教
職員対象の『教育会館（ホール）寄席』も計画しました。
学校児童生徒対象の『教育会館（学校）寄席』と併せて開
催します。会館共済加入者の交流の場になれば幸いです。

開催日時
平成 26年 11月 29日（土）
12:00 開場　12:30 開演　16:00 終演

会　場
熊本市　国際交流会館　７階ホール

対　象　
「会館共済」加入者、教育関係者、教育会館関係者

公演内容　

料　金

募　集

『教育会館（学校）寄席』の開催予定
① 11 月 26日（水）　水俣市立湯出小学校
② 11 月 27日（木）　玉名市立鍋小学校
③ 11 月 28日（金）　宇土市立網田中学校

熊本県教育会館

《応募に当たっての留意事項》

申込者 の 氏名

所　属（勤務先）

（２名での申込の場合）

同伴者の氏名

入場券のお届け先

緊急時の連絡方法

フリガナ

退　職
年齢

歳

年齢

歳

申込者との関係

〒　　　ー

電 話 （携 帯）

『教育会館（ホール）寄席』 応募用紙
締め切り：８月31日（日）

下記《応募に当たっての留意事項》をご確認の上、このまま（A４）教育会館にFAXして下さい。

FAX専用

ー　　　　　　　　　ー

開催趣旨

（１）募集方法　　下記の「応募用紙」を直接、教育会
館に FAXして申し込んでください。

 （会館共済加入者を優先、複数応募可）
（２）募集人数　　200人　　
（３）締切　　　　８月 31日
（４）当選発表　　９月 30日（当選者に入場券を郵送）

教育会館（ホール）寄席教育会館（ホール）寄席の開催要項第30次
キャンペーン・
記念企画

（担当）　笹浪、江浦FAX  送付先 096-372-3815 TEL  連絡先　096-372-3800

１ 5

6

7

8

2

3

4

無　料

①　落語　　　　　柳家　さん喬
②　落語　　　　　柳家　喬の助
③　太神楽　　　　鏡味　仙三
④　寄席囃子　　　太田　その

熊本県教育会館　会館共済第30次キャンペーン・記念企画

会館
共済

①２名まで申込可能です。応募が 200名を超えた場合は、「会館共済」加入者を優先し、抽選を行います。
②当選は、入場券の発送を持って発表とさせていただきます。9月末の予定です。
③当選した方で、当日ご来場いただけなくなった場合は、できるだけ早く教育会館までご連絡下さい。（抽選次点の方にご案内します。）
④住所や電話番号等に変更があった場合は、教育会館の加入者基本情報に変更・登録させていただきます。
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